
技 術 ・ 家 庭 科 授 業 案 

日 時 平成 27 年 10 月 22 日(木)5 校時 

生 徒 1 年 B 組 男子 13 名 女子 20 名 

                                                          授業場 技術室    

                                                          授業者 柴 田 題 寛               

 

１ 題材名  材料と加工に関する技術   

 

２ 題材について 

（１）題材観 

 技術とは，生産・創造・発明を実現する活動と，それに関する素材・材料や方法・操作の知識体系であ

り，人間の要求と欲求の充足を目指すものである。したがって，自然を理解することを目的とする自然科

学とは大きな違いがあり，どのような技術でも意図していない様々な副次的な影響を与える可能性を秘め

ている。また，経済性等も含め多種多様な制約条件の中から最適な解を見いだすことが求められる。 

このことから技術の特徴を理解し，条件の中でどのような技術を使うべきなのか適切に評価し活用する

ことのできる能力や活用しようとする態度の育成は重要である。しかしながら，技術を利用する立場とし

て何によって技術が評価されているのかと問えば，専門家や政治家の発言やメディアの情報による判断が

評価の基準となっており，経験や学習を通して習得した知識・技能が判断基準となっているのは稀である。 

 本題材である「材料と加工に関する技術」について，小学校指導要領との関連を表１に示した。社会，

算数，理科，生活，図工と多くの教科と関連している。小学校の段階で技術科は教科としては存在してい

ないが，これらの学習を通して学習に必要な

基本的な事項は習得しており，それらの知識

や技能を総合的に活用しながら，課題解決に

向かわせていく。特に，本題材で大きく関係

してくるのは，図工全般はもちろんのこと，

例えば，社会科の｢我が国の高度の自然の様

子｣や，理科の｢金属｣，｢水｣，｢空気と温度｣，

｢てこの規則性｣である。 

中学校技術科では，材料と加工の技術が生

産活動だけでなく多くの役割を持つことを

理解し，自らが設計，製作して利用する喜び

を体験させるとともに，関連した職業につい

ても理解を深め，材料と加工に関わる技術を

評価することに重点が置かれている。 

技術の恩恵を受けずに生活することので

きない現在の社会において，また，新たな技

術が生まれてくる将来の社会において，技術

を適切に評価し活用する能力や態度は必要

不可欠であると考える。 

Ａ材料と加工に関する技術 
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我が国の高度の自然などの様子 

量と測定（長さの単位） 

図形（作図 円・二等辺三角形・正三角形） 

図形（平行四辺形・ひし形・台形） 

見取図・展開図（直方体・立方体） 

見取図・展開図（角柱・円柱） 

縮図・拡大図 

金属，水，空気と温度（金属の熱せられ方） 

てこの規則性（てこの規則性のある道具） 

自然や物を使った遊び（紙・ひも・ポリ袋等） 

土・粘土・木・紙・クレヨン・はさみ・のり等 

表現（並べたり，つないだり，積んだりするなど

体全体を働かせてつくる 

（身近な材料や扱いやすい用具を使うととも

に，表し方を考えて表す） 

木切れ・板材・釘水彩絵の具・小刀・金槌等 

表現（前学年までの経験を生かし，組み合わせた

り，切ってつないだりなどしてつくる） 

針金・糸のこぎりなどを用いる 

表現（前学年までの材料や用具などについての

経験や技能を総合的に生かしてつくる） 

（表したいことに合わせて，材料や用具の特

徴を生かして使う） 

表１：小学校指導要領と中学校技術・家庭科技術分野との関連 



(２) 生徒観 

生徒観省略である１年Ｂ組は，積極的な挙手はあまり多くはないが，男女問わず生徒間の仲が良好でグ

ループでの交流活動，共同制作等においては意欲的に活動する学級である。 

５月に実施した「技術科の授業に対するアンケート」では，「技術分野の学習は好きですか」という設問

に対して，３３名中３２名の生徒が肯定的な回答を「技術分野の授業は楽しいですか」という設問に対し

ても３１名の生徒が肯定的な回答をしている。しかし「技術分野の学習をすれば，普段の生活や社会に出

てから役立つ」という設問で肯定的な回答をしている生徒が２８名なのに対し「技術分野で学習したこと

を，生活の中で生かしていますか」という設問での肯定的な回答は２１名に留まっている。この結果は本

校生徒の実態である，｢学習の有用性が低い｣傾向と合致している。 

また，このことから技

術分野の学習を通して，

意欲や感情の高まりは

強いものの，日常生活，

社会生活における思考

力・判断力や実践的な態

度が育成されていると

は言い難い状況である。 

 

 

（３）指導観 

「生徒の自律性を高める」ことへと導く手だて 

「やるべきこと」に納得し，その中から「やりたいこと」を見つける 

 技術に対する価値を揺さぶる授業展開 

技術とは「人間の欲求を解決するものやその手段である」とされている。この欲求とは生活を豊かにす

ることであり，豊かさは個々の価値観により大きく異なる。材料と加工に関わる技術について，材料や加

工方法を一つ取り上げても，それらを取り巻く多様な価値が存在し，その価値の中から自らの生活や社会

においてどのような価値を見出し優先させていくべきなのか考えさせたい。 

そのためには，生徒たちがこれまでの生活経験や学習事項から見出した価値観を基に見出した最適解に，

他の視点を与えることで，その最適解が妥当なのかということを改めて振り返せたい。自らの考えを異な

る視点を通して振り返ることで、生徒の価値観を揺さぶりたいと考える。 

本実践では，異なる機能や使用目的の椅子を提示し，どの椅子を購入したいかを考えさせ，その理由を

交流する。その後，学校の教室や特別教室で利用されている椅子の特徴や違いを見出す活動を通して，製

品購入の視点を見出させる。そして，なぜ各教室ではそれぞれの椅子を利用しているのかを明確にし，再

度どの椅子を購入したいのか考え，その理由を交流する。これにより消費者として外観や好みだけで製品

を購入するだけでなく，製品の機能や使用の目的など，多くの視点に気付くことができると考える。また，

最初に購入を選択した理由から，学習を通して再び選択し，その理由を明確にすることで，製品購入に対

する自らの価値観の変化を自覚することができると考える。 
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技術分野の学習が好きですか

技術分野の学習が楽しいですか

身のまわりで利用されている技術が良い技術であるかど

うかを考えるようになりましたか。

技術分野の学習すれば、普段の生活や社会に出て役立つ

と思いますか

技術分野で学習したことを生活の中で生かしていますか

技術分野の学習を通して技術に関する産業について興味

を持ちましたか
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図１：技術科アンケート調査より（１年Ｂ組） 

（4 はい 3 どちらかといえばはい 2 どちらかといえばいいえ 1 いいえ） 



３ 小中連携による研究とのかかわり 

上記は各段階における目指す生徒の姿である。小中年間で，技術と社会との関わりについて理解し，も

のづくりなどの実践的な学習を通して，技術に関する知識や技術を活用し，ものづくり等の技術的な課題

を制約条件と評価基準の下で最適化を図りつつ解決する能力，即ち技術リテラシーの高まりを目指すこと

が，技術教育の目的へと向かわせ，技術科における自律性の高まりであると捉える。 

 

４ 題材の目標 

  身の回りで利用されている製品の構造の仕組みや理由を考えることを通して，材料と加工に関する技術

に興味関心をもち，基礎的・基本的な知識及び技術を習得させ，社会や環境に果たす役割や影響について

理解を深め，それらを適切に評価し活用する態度を育てる。 

 

５ 評価基準 

関心・意欲・態度 工夫・創造 知識・理解 

○ア 材料と加工の技術に興味をもち調

べようとしている。 

○イ 材料と加工に関する技術の評価の

視点を多角的に探そうとしている。 

 

○ア 使用目的や使用条件に即した機

能や構造を工夫している。  

○イ 材料と加工に関する技術の評価

の視点を社会的 ,環境的及び経済

的側面などから見出している。 

○ア 材料の特徴や利用法について理

解している。 

○イ 材料に適した加工法について理

解している。 

 

 

６ 題材計画 

時 題  材 主な学習活動 ・ 手だて 
評 価 

関 考 知 

１ 

２ 

・材料（木材・プラスチック・金属）と特

徴と利用方法 

・身近に利用されている材料を探し出そう。 

・それぞれの材料の利用例から，それぞれの材

料の特徴を探ろう。 

㋐ ㋐ ㋐ 

３ 

４ 

５ 

・使用目的・使用条件に即した機能と構造 

・「使いやすい」について考えよう。 

・それぞれの製品は，どうすればより「使いや

すく」なるだろう。 

・それぞれの製品は，耐久性を高めるためにど

のような工夫をしているだろう。 

・構造を強くするためにはどうしたらよいだろ

うか。 

㋑ ㋐ ㋑ 

６ ・製品の有用性を多角的に捉える【本時】 

・なぜその椅子を購入したいのでしょう。 

・なぜその椅子はその教室で利用されているの

でしょう。手だて 

㋐ ㋑ 

 



７ 本時案 

（１）本時の目標 

学校で使用されている椅子の比較から見出された，使用目的や機能性をもとに，購入する学習用椅子を

選定する活動を通して，製品の価値（有用性）を多角的に捉える能力を養う。 

 

（２）本時の展開                 （○･･･発問，△･･･補助発問，□･･･指示，説明） 

主な学習活動（下位目標） 主な働きかけ 【評価方法】・備考 

1. 提示された学習用椅子から購入したい

椅子を選択し，その理由を発表すること

ができる。 

 

 

 

 

2．学校で使用されている椅子を比較し，ど

のような特徴があるか付箋紙に記入する

ことができる。 

 

3．付箋紙を分類別に貼り直し，それぞれに

見出しをつけることができる。 

 

 

 

 

4．各教室にはどのような椅子が望ましいか

考え理由をＷＳに記入し，発表すること

ができる。 

 

 

 

 

5.どの椅子を購入したいか再検討し，その

理由をＷＳに記入することができる。 

 

 

 

 

6.本時の学習の振り返りを記入する。 

□この３脚の椅子の中から購入した

いと思う椅子を選びましょう。           

○なぜその椅子を選択したのですか。 

 

 

 

   

○それぞれの椅子には，どのような特

徴があるでしょうか。 

□付箋紙に記入しましょう。 

 

○出された特徴や違いを分類して，ふ

さわしい見出しをつけましょう。 

△細分化できないだろうか。 

 

 

 

○各教室にはどのような椅子が望ま

しいでしょうか。 

△座る以外にどのような目的がある

でしょうか。 

△どのような授業が行われているで

しょうか。 

 

○もう一度どの椅子を購入したいか

を考え，その理由をＷＳに記入しまし

ょう。 

△学習椅子において大切にしたい視

点はなんでしょうか。 

 

□本時の学習の振り返りを記入しよ

う。 

・ＷＳ配付 

【発表・観察】 

 

 

 

 

 

【ＷＳ・発表】 

 

 

 

・付箋紙配付 

【付箋紙】 

・模造紙配付 

【模造紙】 

 

 

【ＷＳ・発表】 

３の活動で出され

た視点と使用の目

的をつなげさせた

い。 

 

 

【ＷＳ・発表】 

 

 

 

 

 

【ＷＳ】 

  

・材料、素材  ・加工法  ・構造 

・用途  ・使いやすさ  ・安全性 

・機能性  ・環境  ・デザイン性 

・形が好きだから。 ・高級そうだから 

・家にあったら素敵だから。 

なぜその椅子は、その教室で利用されているのだろう 

・作業で使用するため丈夫な椅子 

・持ち運びがしやすいように軽い椅子 

・長時間座っていても疲れない椅子 

・作業台としても利用できる椅子 


